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九頭竜川北川大規模氾濫減災協議会

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

共通の取組内容に関する実施状況について



水防体制の強化

自主防災組織リーター研修会（大野市）

自主防災組織の活用・強化
自主防災組織の取組の強化を図るため、自主防災組織内のリーダーに対して、防災知識向上や的確な避難行動に関する研修会を

実施しました。

自主防災組織リーダー研修会（敦賀市） 自主防災組織リーダー意見交換会（高浜町）

H31.3.3
参加人数：91名

H30.11.16
参加人数：41名

【国協議会・県協議会共通】

H31.3.16
参加人数：200名

防災に関する啓発活動、水害(防災)教育の拡充

小中学校や地域住民への防災に関する出前講座やパネル展の実施
水害等から身を守るための重要性を訴えて、防災に関する意識向上を図るため、小中学校や地域住民を対象に出前講座を実施しました。

【国協議会・県協議会共通】

小浜市防災出前講座（小浜市国富小学校）

H30.8.30
参加人数：13名

永平寺町防災講演会（永平寺町ふれあいセンター） 福井県防災出前講座（若狭町鳥羽小学校）

H30.10.23
参加人数18名
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・台風や大雨などの災害に対して計画的に防災体制を準備することを目的に、複数の機関が時

系列で防災活動を展開できる「詳細版タイムライン」の作成に着手しました。

避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成・活用等 九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

関係者の役割分担を、より明確にしたタイムラインの作成

気象・水象 事務所 市 町 水防団・警察
交通機関

ライフライン等

台風接近の
12時間前

大雨洪水
警報発令

水防警報の
発表

職員の参集
河川の巡視

台風接近の
◯時間前

氾濫注意
水位に到達

洪水警報発表
（氾濫注意情報）

災害対策部設置
避難所開設

台風接近の
◯時間前

避難判断
水位に到達

避難準備情報の
発表

洪水警報発表
（氾濫警戒情報）

台風接近の
◯時間前

氾濫危険
水位に到達

避難勧告
の発表

洪水警報発表
（氾濫危険情報）

氾濫発生

避難指示
の発表

洪水警報発表
（氾濫発生情報）

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

住 民

避難開始

避難完了

避難準備
行動の開始

要配慮者等の
避難開始

避難解除

連絡体制の確認
警察との情報共有、
パトロール・応急対策実施

水防活動開始

運行状況確認・情報共有

ライフラインの
復旧機器、要員等確保

水防団一時退避

ライフライン途絶、復旧活動

警察パトロール・応急対策状況報告
各市町・マスコミへ
運行中止、欠便情報の提供

警察パトロール・応急対策実施

警察、パトロール・応急対策実施

水防活動状況報告(順次)

警察との情報共有、
パトロール・応急対策実施

バス等の営業車両 避難、移動

水防活動状況報告(順次)

水害時に連携した行動が想定される水防組織、警察、ライフライン等を含めた行動計画の策定

詳細版タイムラインとして追加した機関
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・浸水リスクの把握などの情報提供を目的に、浸水区域や水深、洪水の拡がりを時系列で確認で

きる「地点別浸水シミュレーション検索システム」（浸水ナビ）を公表しています。

ハザードマップの作成周知等
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションの公表
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・小学生をはじめ、ご家族や地域の方々の防災意識向上や、次の世代へ防災意識の継承を目的

に、第５回目となる「わが家のぼうさいコンテスト」を開催しました。

防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

「わが家のぼうさいコンテスト」など参加型防災啓発活動の実施
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・水害リスクの高い箇所に水位計を設置し、大雨や台風時に河川の水位を、よりきめ細やかに把

握することが出来る。「川の防災情報」にて公開中です。

避難行動のための情報発信等
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

危機管理型水位計やＣＣＴＶカメラの情報を提供
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・洪水時の逃げ遅れをなくすことを目的に、平成29年より運用を開始している洪水予報等のプッ

シュ型情報配信を、各市町の広報誌に改めて掲載して頂きました。

避難行動のための情報発信等
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

住民の避難行動を促すためプッシュ型の洪水予報等の情報発信
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・被災時に各市町に貸し出される災害用車両を円滑に活用できるように、各市町の防災担当者

向けの講習会を開催しました。

排水活動及び施設運用等の強化に関する取組
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

基地被災時を想定した衛星通信車や対策本部車を利用した訓練
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・住民一人ひとりが、自分自身に合った避難に必要な情報を取得・判断・行動を把握し、「自分の

逃げ方」を手に入れるための、「マイタイムライン」研修会を開催しました。

タイムラインの活用に関する取組 【参考】
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

マイタイムライン
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洪水を河川内で安全に流す対策
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

洪水を河川内で安全に流す対策 片粕地区河道掘削
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洪水を河川内で安全に流す対策
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

洪水を河川内で安全に流す対策 堤防整備
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危機管理型ハード対策
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

堤防裏法尻の補強
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九頭竜川・北川大規模氾濫減災協議会の

取組内容に関する実施状況と今後の取組について



福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

県協議会の取組内容に関する実施状況

と今後の取組について



減災に係る取組内容 福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

H29年12月に策定した「減災に係る取組方針」において、Ｈ30年度に実施した取組内容を報告します。
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a．避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成・活用等

a2 タイムラインの検証と改善
H30年6月に策定した県管理河川における避難勧告等の発令に着目したタイムラインについて、30年出水で県内すべての

市町で検証を行い、有効であることが確認できました。今年度も検証を行い、引き続きよりよいものに改善をしていきます。

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

・市町が住民への避
難所への食事・防寒
着等、必要物の持参
呼びかけ
・今後の気象情報な
どの注意喚起

改善点事例：福井市
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ｃ1. 想定最大外力を対象とした浸水想定区域図等の作成

平成27年度の水防法改正に伴い、県管理の洪水予報河川および水位周知河川について、
対象降雨を、これまでの「計画規模の降雨」に変え「想定し得る最大規模の降雨」によ
り想定される浸水の「区域」「水深」「継続時間」を指定しました。

福井県において「計画規模の降雨」により想定される「浸水想定区域」を指定。

「想定し得る最大規模の降雨」により想定される浸水の「区
域」等を指定。

Ｈ18～19

R元年6月4日

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

各市町においてハザードマップの作成

各市町においてハザードマップの作成R01～

【平成27年度 水防法改正】 ※対象降雨を「計画規模」から「想定最大規模」変更

国が直轄河川について「想定し得る最大規模の降雨」により想定される浸水の「区域」
等を指定。Ｈ28

県管理の全河川を対象とした「水害リスク図」
の作成
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洪水浸水想定区域を指定した河川 位置図

清滝川赤根川

九頭竜川

足羽川

荒川

天王川

鞍谷川

吉野瀬川

日野川

竹田川
兵庫川

浅水川

江端川

国土交通省 管理

福井県 管理

笙の川

耳川

鰣川

南川
佐分利川

関屋川

遠敷川

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

洪水予報、水位周知河川以外の河川の内、4河川
（磯部川、八ケ川、南河内川、井の口川）について
は、「水害リスク図※」を事業の実施に合わせ作成済
みであり、本日公表した。

（※水防法で指定している河川ではないため「水害リスク図」と言う）

磯部川

八ケ川

井の口川

南河内川

洪水予報河川： 5河川【日野川
※
、足羽川

※
、竹田川、笙の川、南川】

水位周知河川：17河川【九頭竜川、日野川
※
、足羽川

※
、兵庫川、赤根川、清滝川、荒川、江端川、

天王川、浅水川、鞍谷川、吉野瀬川、耳川、鰣川、遠敷川、佐分利川、関屋川】

（※ 日野川と足羽川は重複）

九頭竜川

北川

国管理（九頭竜川、日野川、北川、遠敷川）

：平成28年6月に指定済み

県管理：令和元年6月4日に指定
日野川

遠敷川
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ｃ1. 想定最大外力を対象とした浸水想定区域図の作成
福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

平成27年9月 関東・東北豪雨 鬼怒川決壊

背景・課題

近年、計画規模を上回る大規模水害が発生し、浸水することを想定していなかった場所まで浸水し、避難場所
が危険になる事態が発生している。

平成２７年５月水防法改正の概要

現行の洪水に係る浸水想定区域について、想定し得る最大規模の洪水に係る区域に拡充して公表（現行は、河
川整備において基本となる降雨を前提とした区域）

H23.9 避難所浸水（三重県）
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浸水継続時間

氾濫水到達後、一定の水深（0.5m）に達し
てから、その浸水深を下回るまでの時間

【浸水深・浸水継続時間の両者より避難行動を判断（例）】

浸水深 浸水継続時間 避難行動

0.5m～3.0m未満
短期間で
解消される

避難行動が遅れた場合、
高層階へ退避（垂直避難）

3.0m以上
長期にわたり
浸水が継続

事前の退避が必須
（水平避難）

洪水浸水想定区域図は下記の様に活用を図ります。
〇水害の危険性（浸水区域、浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流、河

岸侵食））がある箇所の把握
〇適切な避難場所、避難経路等の検討

避難行動の判断例

A：浸水深が深く家屋の倒壊の恐れがある場合は、直ちに避難所へ避難する。

B：浸水深は浅くても浸水継続時間が長い場合は、避難所へ避難する。

C：避難行動が遅れたが、浸水深が家屋の2階床下までであって短期間で解消される場合は高層

階へ避難する。

〇市町村界を超えた広域的な避難の検討

浸水深の表示

3.0 m

0.5 m
1階床下に
相当する0.5m

2階床下に相当する3.0m
１階床高0.45m
+1階天井高2.3m
+天井懐0.24m＝2.99m

一般的な家屋の
2階が水没する5m

5.0 m

ｃ1. 想定最大外力を対象とした浸水想定区域図等の作成
福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会
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福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

ハザードマップの作成方針

・主に水害等の住民避難に活用されることを目的
とし、第一に住民目線で避難行動が一目で分
かるように作成

・「災害発生前にしっかり勉強する場面」「災害時
に緊急的に確認する場面」を意識して、住民等
へわかりやすく情報提供できるように作成

・市町が作成し、各世帯に提供

予算措置

防災安全交付金の効果促進事業（国庫補助率2分の1）を活用

記載内容

①家屋倒壊等氾濫想定区域や長期間深い浸
水が続くことが想定される区域について、「早
期の立退き避難が必要な区域」として市町が
設定

②「早期の立退き避難が必要な区域」における避
難行動の説明

③浸水深や家屋倒壊等氾濫想定区域等の浸水
情報

④凡例等（最低限の浸水情報等の説明に限る）
※広域避難を含む避難手法、複数災害の取扱い

に関する検討も行う

ｃ２ 想定最大規模の降雨を対象としたハザードマップへの更新・周知
福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

早期の立退き避難が必要な区域

木造家屋の倒壊等をもたらす
氾濫流が発生する恐れのある区域

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

想
定
さ
れ
る
浸
水
深

避難場所・避難所

避難時の危険個所

３～５ｍ

５ｍ以上

０．５～３ｍ

０～０．５ｍ

この区域は、堤防が決壊した際に家屋を倒壊させるような激しい流れが発生する、または浸
水深が〇ｍになる恐れがある区域です。

災害時は、避難勧告などに従って当該区域から安全な場所に速やかに確実に立退いてくださ
い。

ハザードマップ記載例

早期の立退き避難が必要な区域のイメージ

C
B

A
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ｂ７ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促進支援
福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

背景・必要性

平成27年9月関東・東北豪雨や平成28年8月台風１０号等では、
避難勧告等の危険度に関する認識不足で多数の死者や甚大な
経済被害が発生。
「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を
根本的に転換し、ハード・ソフト対策を一体として、社会全体でこ
れに備える水防災意識社会の再構築への取組が必要

洪水のリスクが高い区域に存する要配慮者利用施設の所有者、
管理者は、避難確保計画及び避難訓練の実施を義務化

平成２９年６月の水防法改正の概要

（水防法第１５条第３項）市町の役割

・洪水浸水想定区域内の対象となる要配慮者利用施設を拾い出し、市町の地域防災計画に記載する。
・対象施設の避難確保計画作成や避難訓練実施について支援を行う。

・避難確保計画を作成していない施設管理者等に対して、期限を定めて作成することを求めるなどの指示を行い、その
指示に従わなかった場合には、その旨を公表することができる。

課題解決の方向性

平成28年台風10号により、岩手県の要配慮者利用施設では

利用者9名の全員が死亡。（小本川）

「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を実現し、

同様の被害を二度と繰り返さない抜本的な対策が急務。
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ｅ．避難行動、水防活動に資する施設等の整備

e1 水位計・量水標・河川監視カメラ設置の検討と情報共有
迅速な住民避難につながる情報提供を行うため、市役所・役場、学校、福祉施設、避難所など重要な施設や住宅密集地が
浸水するおそれがある１６箇所に洪水時の水位観測に特化した水位計（危機管理型水位計）を設置しました。

県ＨＰ（福井県河川・砂防総合情報）において、従来の水位計とあわせて合計１１９箇所の水位情報が確認できます。

従来型水位計 １０３箇所（県：８３箇所、国：２０箇所）

県の危機管理型水位計 １６箇所追加

水位情報のイメージ

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会
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e. 避難行動、水防活動に資する施設等の整備

福井県 河川・砂防総合情報で提供している河川監視カメラ

河川監視カメラ（Ｈ３０）

既存の河川監視カメラ（～Ｈ２９） ２７ 箇所

２ 箇所

２９ 箇所合 計

（２９箇所のうち、国管理：３箇所、町管理：１箇所のカメラ画
像も提供）

ｅ１．水位計・量水標・河川監視カメラ設置の検討と情報共有
迅速な住民避難につながる情報提供を行うため、洪水により甚大な被害が発生するおそれがある２箇所 (日野川（南越前

町）、遠敷川（小浜市）に河川監視カメラを設置しました。
県ＨＰ（福井県河川・砂防総合情報）において、既存の河川監視カメラとあわせて合計２９箇所のカメラ画像が確認できます。

三方湖江古川

鳥羽川
北川

関屋川

日野川

吉野瀬川

浅水川

日野川

狐川

竹田川

九頭竜川

底喰川

荒川

足羽川

江端川

佐分利川

南川

笙の川耳川

日野川＜聖橋＞

鞍谷川

天王川 足羽川

兵庫川

遠敷川＜遠敷＞

清滝川

赤根川

九頭竜川

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

河川監視カメラ

観測時間 平成３１年４月２３日

河川監視カメラ

河川監視カメラ画像（遠敷川 小浜市(遠敷)）
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１４．天王川

３．磯部川

１０．南河内川

１３．江端川

６．馬渡川

４．八ヶ川（北川）

１．竹田川

７．底喰川

１５．吉野瀬川

狐川排水機場

黒津川排水機場

和田川排水機場

江端川第１排水機場

江端川第２排水機場

荒川第１排水機場

荒川第２排水機場

２．兵庫川

１１．大蓮寺川

５．七瀬川

８．荒川

１２．一乗谷川

吉野瀬川ダム

９．足羽川

ｆ. 洪水を安全に流す対策

N

河川改修実施箇所（嶺北ブロック）

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

平成３０年度は、嶺北ブロックでは１５河川と吉野瀬川ダムの整備、排水機場の老朽化対策等を実施しました。

大蓮寺川

放水路工事に着手（H31
年4月撮影）

兵庫川合流点付近施工状況
（H31年4月撮影）

兵庫川

一級河川竹田川
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f.  洪水を安全に流す対策

N

３．三方五湖

４．多田川

１．笙の川

河内川ダム

令和元年６月９日 竣工

２．井の口川

５．江古川

河川改修実施箇所（嶺南ブロック）

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

平成３０年度は、嶺南ブロックでは５河川と河内川ダムの整備等を実施しました。

河内川ダム

ダム本体Co打設完了
（H30.4.9撮影）

二級河川多田川

橋台完了（市塔橋）

橋梁施工状況
（H31年4月撮影） 29



f.  洪水を安全に流す対策

N浚渫・伐木・天端舗装 実施箇所

○安全に洪水を流下させるために堆積土砂のしゅんせつ、伐木等を実施しました。

○平成３０年度補正予算からは、国の「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」も
活用し、しゅんせつ・伐木を推進しました。

Ｈ３０ しゅんせつ実施箇所

Ｈ３０ 伐木 実施箇所

Ｈ３０ 堤防強化（天端舗装） 実施箇所

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会
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f.  洪水を安全に流す対策

浚渫実施事例

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

笙の川（敦賀市三島町）

H30.７撮影 H30.10撮影

伐木実施事例 真名川（大野市木落）

H31.4撮影 Ｒ元.５撮影
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水防倉庫２階に設置した非常用発電設備

j.  洪水時の庁舎等の機能確保のための対策の充実
福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

ｊ１ 庁舎受電設備・非常用発電設備等の浸水対策
非常用発電設備を水防倉庫2階に設置し、洪水時の庁舎機能確保の対策を行いました。

小浜市役所敷地内にある水防倉庫

非常用発電設備設置
場所（２Ｆ）

非常用発電設備
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ｂ．避難行動のための情報発信等

ｂ２ 防災メール、ＳＮＳの利用登録促進
適切な避難判断に役立ててもらえるよう防災メールやi県の-ameメール等の防災情報利用者促進を図るため、広報誌の掲

載や防災講座等でチラシの配布を行いました。

i-ameメール登録のチラシ(福井県）

防災メール登録方法のチラシ(敦賀市）
25

防災メール、ツイッター登録方法(おおい町）

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

防災気象情報システム登録チラシ(福井市）
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九頭竜川北川大規模氾濫減災協議会

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会

嶺南ブロック減災対策協議会

共通の取組内容に関する実施状況について



水防活動支援のための情報共有

重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施
河川管理者と関係市町と共同で重要水防箇所の点検を実施し、情報共有を図りました。

引き続き、共同点検を実施し、水防活動、住民避難に役立てていきます。

重要水防箇所の共同点検(勝山市遅羽町比島）

実施日：H30.7.30

実施日：H30.6.1

実施日：H30.5.30

実施日：H30.5.30

重要水防箇所の共同点検(九頭竜川右岸5.3ｋ）

重要水防箇所の共同点検(九頭竜川左岸19.6ｋ） 重要水防箇所の共同点検(九頭竜川左岸27.4ｋ）

実施日：H30.6.1

実施日：H30.6.1

重要水防箇所の共同点検(北川左岸2.4ｋ）

重要水防箇所の共同点検(北川右岸11.1ｋ）

【国・県共通】

36



水防体制の強化

水防資機材の備蓄等の確認
的確な水防活動が実施できるよう出水期前に水防倉庫内の資機材の備蓄状況の点検を行いました。
引き続き、水防資機材等の適切な配備に努めていきます。

点検状況(永平寺町）

点検状況(福井市）

点検状況(あわら市）

実施日：〇月〇日
実施日：11月15日

実施日：6月1日

点検状況(敦賀市）

【国・県共通】
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水防体制の強化

水防団員や消防団員の募集の強化
水害から人命や財産を守る水防活動の担い手を確保するため、水防団員や消防団員の募集活動や広報を行いました。

広報誌による消防団員募集(永平寺町） 水防月間チラシによる水防団員募集(国土交通省）

【国・県共通】
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水防体制の強化

水防訓練の実施による連絡体制の強化・確認
関係市町において、消防職員、市町職員、住民による水防訓練を実施し、水防体制の強化・確認を行いました。
引き続き、水防訓練を実施し、洪水時の被害軽減に努めていきます。

水防訓練(永平寺町）
H30.6.3

参加人数：230名

水防訓練(越前町） 釜段工法による水防活動(越前町）

越前町では、水防訓練で製作
した土のうを平成30年7月豪

雨時に活用し、迅速な水防対
応を実施。

これを踏まえ、備蓄する土の
う袋を増やした。

1520袋（H30.3末)
⇒3200袋(H31.3末）

H30.5.20
参加人数：170名

H30.7.5～6
活動人員：220名

H30.5.20
参加人数：229名

水防訓練(おおい町） 水防訓練(敦賀市）
H30.6.2

参加人数：157名

【国・県共通】
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